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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の製造方法

(57)【要約】
【課題】  位相補償板を備えた複屈折モードの液晶表示
装置において、黒表示を良好に行い、高コントラスト化
を達成する。
【解決手段】  ＲＧＢのカラーフィルタ３

R
、３

G
、３

B

を備えた液晶パネル１と位相補償板９からなる複屈折モ
ードの液晶表示装置の製造方法において、位相補償板９
の位相補償能の設定工程で、ＲＧＢのカラーフィルタ３

R
、３

G
、３

B
の各色領域に対応した液晶層の当該カラー

フィルタの波長におけるリタデーションを測定すること
により、液晶層のリタデーションの波長分散性を求め、
得られた液晶層のリタデーションの波長分散性に適合す
るように位相補償板９の位相補償能を設定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数のカラーフィルタを備えた液晶パネ
ルと位相補償板からなる複屈折モードの液晶表示装置の
製造方法であって、位相補償板の位相補償能の設定工程
において、複数のカラーフィルタの各色領域に対応した
液晶層の当該カラーフィルタの波長におけるリタデーシ*

2
*ョンを測定することにより、液晶層のリタデーションの
波長分散性を求め、得られた液晶層のリタデーションの
波長分散性に適合するように位相補償板の位相補償能を
設定することを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項２】  次式（１）、（２）、（３）、
【数１】

│Ｒ（Lc,Black,λ
R
）－Ｒ（film,λ

R
）│＜３０ｎｍ      

  （１）
│Ｒ（Lc,Black,λ

G
）－Ｒ（film,λ

G
）│＜３０ｎｍ      

  （２）
│Ｒ（Lc,Black,λ

B
）－Ｒ（film,λ

B
）│＜３０ｎｍ      

  （３）

（式中、
Ｒ（Lc,Black,λ

R
）は、Ｒ色のカラーフィルタに対応す

る液晶層の黒表示時のＲ色のカラーフィルタの透過ピー
ク波長における面内リタデーション、
Ｒ（Lc,Black,λ

G
）は、Ｇ色のカラーフィルタに対応す

る液晶層の黒表示時のＧ色のカラーフィルタの透過ピー
ク波長における面内リタデーション、
Ｒ（Lc,Black,λ

B
）は、Ｂ色のカラーフィルタに対応す

る液晶層の黒表示時のＢ色のカラーフィルタの透過ピー
ク波長における面内リタデーション、
Ｒ（film,λ

R
）は、位相補償板のＲ色のカラーフィルタ

の透過ピーク波長における面内リタデーション、
Ｒ（film,λ

G
）は、位相補償板のＧ色のカラーフィルタ

の透過ピーク波長における面内リタデーション、
Ｒ（film,λ

B
）は、位相補償板のＢ色のカラーフィルタ

の透過ピーク波長における面内リタデーション、を表
す。）を満たす位相補償板を使用する請求項１記載の製
造方法。
【請求項３】  液晶層の厚さが、ＲＧＢの各カラーフィ
ルタの領域ごとに異なる請求項１又は２記載の製造方
法。
【請求項４】  液晶パネルがＯＣＢ（Optical Compensa
ted Birefringence）モードである請求項１～３のいず
れかに記載の製造方法。
【請求項５】  液晶パネルがＶＡ（Vertical Alignmen
t）モードである請求項１～３のいずれかに記載の製造
方法。
【請求項６】  液晶層の駆動電圧の変化による最大のリ
タデーション変化幅ΔＲが、ＲＧＢの各波長λにおい
て、次式
【数２】ΔＲ／λ  ≧０．４
を満足する請求項１～５のいずれかに記載の製造方法。
【請求項７】  請求項１～６のいずれかに記載の製造方
法により製造された液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複屈折（Electric
ally Controlled Birefringence:ＥＣＢ）モードのカラ
ー液晶表示装置において、位相補償板を最適化すること
により良好な黒表示を得、それにより高コントラスト化
を達成する技術に関する。

【０００２】
【従来の技術】今日、実用化されているカラーＴＦＴ液
晶表示装置において、汎用的に使用されている液晶表示
モードはＴＮ（Twisted Nematic）モードである。しか
しながら、ＴＮモードは視野角が狭く、斜め方向から画
面を観察すると階調反転が生じて表示品質が著しく低下
する。応答速度も中間調領域で特に遅く、動画を表示し
た場合に画像の輪郭が不鮮明になる。このようなＴＮモ
ードの問題点は、位相補償を行っても十分に解決するこ
とができない。
【０００３】そこで、近年、ＴＮモードに代わる、種々
の液晶表示モードが盛んに開発されている。例えば、広
視野角技術としては、ＭＶＡ（Multi Vertical Alignme
nt）モードやＩＰＳ（In-Plane Switching）モードがあ
る。
【０００４】ＭＶＡモードでは、一般に無電界状態（液
晶が垂直に配向している状態）で黒表示させるが、黒表
示を、電圧を印加して液晶を若干チルトさせた状態で行
い、スイッチング応答性を向上させることもなされてい
る。この場合には、黒表示状態においても、液晶がチル
トしているために複屈折が生じるので、黒表示時に位相
補償をすることが必要となっている。
【０００５】広視野角と高速応答性を兼ね備えた液晶表
示モードとしては、ＯＣＢ（Optical Compensated Bire
fringence）モードがある。ＯＣＢモードでも、黒表示
時には、位相補償が必要である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、カラー液晶
表示装置においては、ＲＧＢのカラーフィルタが使用さ
れるが、液晶の透過率はＲＧＢの波長によって異なる。
また、液晶の屈折率もＲＧＢの波長によって異なる。こ
のため、ＭＶＡモードやＯＣＢモード等の液晶の複屈折
効果を利用した複屈折（Electrically controlled Bire
fringence:ＥＣＢ）モードのカラー液晶表示装置におい
ては、黒表示時に、ＲＧＢのカラーフィルタの各色領域
ごとに液晶を透過する光の透過率が異なり、良好な黒表
示を行うことができないという問題がある。
【０００７】この問題に対しては、ＲＧＢのカラーフィ
ルタの各色領域ごとに液晶層の厚さ、即ちセルギャップ
を変え、ＲＧＢの各色領域に対応した液晶層の光の透過
率を最適化するマルチギャップ技術がある（特開平９－
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3
２３０３３２号公報）。しかしながら、このマルチギャ
ップ技術を示した公報には、位相補償板の位相補償能
を、液晶層のＲＧＢの各色のリタデーション（retardat
ion）に応じて調整することについては全く述べられい
ない。
【０００８】一般に、ＭＶＡモードやＯＣＢモード等の
位相補償が必要とされる液晶表示モードでは、位相補償
板の位相補償能をＧ色を基準にして設定する。そのた
め、黒表示時に、Ｒ色又はＢ色についてはリタデーショ
ンが大きくなって黒レベルが浮いてしまい、コントラス
トを高めることができないという問題が生じている。
【０００９】そこで、本発明は、位相補償板を備えた複
屈折モードのカラー液晶表示装置において、黒表示を良
好に行い、高コントラスト化を達成することを目的とす
る。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明は、複数のカラーフィルタを備えた液晶パネ
ルと位相補償板からなる複屈折モードの液晶表示装置の
製造方法であって、位相補償板の位相補償能の設定工程
において、複数のカラーフィルタの各色領域に対応した
液晶層の当該カラーフィルタの波長におけるリタデーシ
ョンを測定することにより、液晶層のリタデーションの
波長分散性を求め、得られた液晶層のリタデーションの
波長分散性に適合するように位相補償板の位相補償能を
設定することを特徴とする液晶表示装置の製造方法を提
供する。
【００１１】本発明の液晶表示装置の製造方法によれ
ば、液晶層のリタデーションの波長分散性に適合するよ
うに位相補償板の位相補償能を設定する。したがって、
液晶パネルにＲＧＢのカラーフィルタを設けた場合に、
黒表示時に、ＲＧＢのいずれかの波長のリタデーション
が大きく異なることにより黒レベルに浮きが生じること
を防止できる。よって、良好な黒表示を得、高コントラ
スト化を達成することが可能となる。
【００１２】特に、広視野角、高速応答性に優れたＯＣ
Ｂモードの液晶表示装置において、液晶層をマルチギャ
ップ化し、ＲＧＢの各色ごとに液晶層の光の透過率を最
適化した場合においても、良好な黒表示を得、高コント
ラスト化を達成することが可能となる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しつつ本発明を
詳細に説明する。
【００１４】図１は、ＯＣＢモードの液晶パネルを有す
るカラー液晶表示装置の一例の断面図である。この液晶
表示装置は、液晶パネル１にＲＧＢのカラーフィルタ３

R
、３

G
、３

B
を備え、マルチギャップ技術を導入し、か

つマルチギャップ化を考慮した位相補償を行ったもので
あり、次のように製造される。
【００１５】即ち、この液晶パネル１は、ガラス基板に

4
ＴＦＴ素子を形成したＴＦＴ基板２、ガラス基板にＲＧ
Ｂのカラーフィルタ（Color Filter）３を形成したＣＲ
基板４、これらの基板間に保持されたネマティック液晶
５からなる。ＴＦＴ基板２上には、ＩＴＯ電極６ａ、配
向膜７ａが順次形成されており、また、ＣＲ基板４上に
もＩＴＯ電極６ｂ、配向膜７ｂが順次形成されている。
【００１６】この液晶パネル１の製造に際しては、液晶
５の層厚、即ち、セルギャップをマルチギャップ化し、
ＲＧＢのカラーフィルタ３の各色ごとに液晶層を透過す
る光の透過率を最適化するため、まず、ＲＧＢの各波長
λにおいて、液晶層の駆動電圧の変化により生じる最大
のリタデーション変化幅ΔＲが、λ／２に近くなるよう
に、ＣＲ基板４のＲＧＢのカラーフィルタ３

R
、３

G
、３

B
の厚さを設定する（特開平９－２３０３３２号公報参
照）。
【００１７】このように液晶パネル１をマルチギャップ
化すると、ＲＧＢの各色ごとの光の透過率が最適化され
るので不要な色づきを防止でき、また、白色表示時の各
色のリタデーションも最適化され、白レベルの透過率が
向上する。よって、ホワイトバランスに優れた液晶表示
装置を得ることが可能となる。
【００１８】ＴＦＴ基板２及びＣＲ基板４上には、それ
ぞれ配向膜７ａ、７ｂを形成し、ラビング処理を行う。
ラビング方向は、ＴＦＴ基板２とＣＲ基板４とを重ね合
わせた時にパラレルとなるように、図１の矢印の方向と
する。これは、電界印加時に液晶５にベント配向をとら
せるためである。
【００１９】配向膜７ａ、７ｂをラビング後、ＴＦＴ基
板２又はＣＲ基板４の一方のパネル面内にスペーサ材を
散布し、基板周縁部にシール材を印刷し、双方の基板
２、４を重ね合わせて液晶パネル１を組み立てる。こう
して、マルチギャップ化された液晶パネル１を得ること
ができる。
【００２０】次に、この液晶パネル１にネマティック液
晶５を注入し、注入口を封止してアイソトロピック処理
を行い、液晶パネル１を完成させる。そして、液晶パネ
ル１のＴＦＴ基板２側には偏光板８ａを配設し、また、
ＣＲ基板４側には、位相補償板９と偏光板８ｂを順次配
設して、液晶表示装置を得る。
【００２１】本発明においては、この位相補償板９の位
相補償能の設定工程において、ＲＧＢのカラーフィルタ
３の各色領域に対応した液晶層ごとに当該カラーフィル
タ３の波長におけるリタデーションを測定し、液晶層の
リタデーションの波長分散性を求め、得られた液晶層の
リタデーションの波長分散性に適合するように位相補償
板９の位相補償能を設定することを特徴としている。
【００２２】なお、ここで位相補償板９の位相補償能と
しては、位相補償板９が複数のフィルムからなる場合に
は、そのすべての合計の位相補償能をいう。例えば、通
常のＯＣＢモードでは位相補償板９として、１枚の二軸



(4) 特開２００１－２９０１４９

10

20

30

40

50

5
異方性フィルムと２枚のコレステリック液晶の傾斜フィ
ルムが使用されるが、本発明ではこれらの合計の位相補
償能を設定する。
【００２３】位相補償板９の位相補償能の設定工程にお
いて、液晶層のリタデーションの波長分散性を求める具
体的手法としては、例えば、まず、液晶パネル１に所定
の電圧を印加し、液晶５をスプレイ配向からベント配向
へ転移させ、この状態でＲＧＢの各カラーフィルタ
３

R
、３

G
、３

B
の領域に対応する液晶層ごとに、各カラ

ーフィルタ３
R
、３

G
、３

B
の透過ピーク波長におけるリ

タデーションを測定する。
【００２４】次に、位相補償板９として、こうして測定
された液晶層のリタデーションの波長分散性に合致する
位相補償能を示すものを選択する。このように位相補償
板９を選択することにより、液晶５として、屈折率異方
性で波長分散の大きい液晶材料を使用した場合において
も、黒表示を良好に行なうことができ、高コントラスト
の画像を得ることができる。したがって、この液晶表示
装置によれば、前述のマルチギャップ化による効果と相
まって液晶画像の品位を著しく高めることができる。
【００２５】また、上述のようにして定められる位相補*

6
*償板９の位相補償能は、従前のＧ色を基準にして設定さ
れる位相補償能に比して波長分散性が小さくなる（即
ち、リタデーションの波長による変化が小さく、後述す
る実施例に示すように、波長とリタデーションとの関係
図がフラット化したものとなる）。このため、液晶５と
して、屈折率異方性の大きい液晶材料を使用した場合で
も、位相補償板９を一般的なポリマー材料から容易に作
製することができる。即ち、一般に、屈折率異方性の大
きい液晶材料は、波長分散性が大きい。波長分散性が大
きいと、それに適合する位相補償板として、同様の波長
分散性を有するポリマーフィルムを得ることが困難とな
る。これに対して、本発明によれば、位相補償板９に要
求される位相補償能の波長分散性が小さくなるので、位
相補償板９を一般的なポリマー材料から容易に作製する
ことができる。
【００２６】位相補償板９の位相補償能を、液晶層のリ
タデーションの波長分散性に適合するように定めるに際
しては、黒表示を向上させる点から、次式（１）、
（２）、（３）、
【００２７】
【数３】

│Ｒ（Lc,Black,λ
R
）－Ｒ（film,λ

R
）│＜３０ｎｍ      

  （１）
│Ｒ（Lc,Black,λ

G
）－Ｒ（film,λ

G
）│＜３０ｎｍ      

  （２）
│Ｒ（Lc,Black,λ

B
）－Ｒ（film,λ

B
）│＜３０ｎｍ      

  （３）

（式中、Ｒ（Lc,Black,λ
R
）は、Ｒ色のカラーフィルタ

に対応する液晶層の黒表示時のＲ色のカラーフィルタの
透過ピーク波長における面内リタデーション、Ｒ（Lc,B
lack,λ

G
）は、Ｇ色のカラーフィルタに対応する液晶層

の黒表示時のＧ色のカラーフィルタの透過ピーク波長に
おける面内リタデーション、Ｒ（Lc,Black,λ

B
）は、Ｂ

色のカラーフィルタに対応する液晶層の黒表示時のＢ色
のカラーフィルタの透過ピーク波長における面内リタデ
ーション、Ｒ（film,λ

R
）は、位相補償板のＲ色のカラ

ーフィルタの透過ピーク波長における面内リタデーショ
ン、Ｒ（film,λ

G
）は、位相補償板のＧ色のカラーフィ

ルタの透過ピーク波長における面内リタデーション、Ｒ
（film,λ

B
）は、位相補償板のＢ色のカラーフィルタの

透過ピーク波長における面内リタデーション、を表
す。）が満たされるようにすることが好ましい。
【００２８】また、液晶層の駆動電圧の変化による最大
のリタデーション変化幅ΔＲが、ＲＧＢの各波長λにお
いて、次式
【００２９】
【数４】ΔＲ／λ  ≧０．４
を満足するようにすることが好ましい。これにより、黒
レベルを沈め、同時に白レベルを上げることができる。
【００３０】以上、図１に示した、液晶層をマルチギャ
ップ化したＯＣＢモードの液晶パネル１を有する液晶表
示装置の製造方法を例として本発明を説明したが、本発
明はこれに限られない。本発明は、液晶層のマルチギャ

ップ化の有無に関わらず、適用することができる。ま
た、ＶＡモード、インプレーンスイッチングモード、ホ
モジニアス配向モード等任意の複屈折モードの液晶表示
装置に適用することができる。また、反射型、透過型を
問わず、適用することができる。
【００３１】
【実施例】以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説
明する。
【００３２】比較例１
マルチギャップ化した液晶パネル１を有する点では図１
の液晶表示装置と同様であるが、位相補償板９の位相補
償能を液晶層のリタデーションの波長分散性に応じて最
適化することなく、Ｇ色に適合させたものを作製した。
【００３３】この場合、ＣＲ基板４の作製に際しては、
Ｇ色のカラーフィルタ３

G
の厚さを、Ｂ色のカラーフィ

ルタ３
B
の厚さよりも０．８μｍ厚くし、Ｒ色のカラー

フィルタ３
R
の厚さを、Ｂ色のカラーフィルタ３

B
の厚さ

よりも１．０μｍ厚くした。
【００３４】ＴＦＴ基板２の配向膜７ａ及びＣＲ基板４
上の配向膜７ｂとしては、日産化学社製ＳＥ７７９２を
形成し、図１の矢印方向にラビングした。次いで、ＴＦ
Ｔ基板２又はＣＲ基板４上のパネル面内にスペーサ材と
して粒径５μｍのミクロパールを湿式散布し、ＴＦＴ基
板２又はＣＲ基板４の周縁部にシール材を印刷し、双方
の基板２、４を重ね合わせて液晶パネル１を組み立て
た。この液晶パネル１のＢ領域のセル厚は５．０μｍ、
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7
Ｇ領域のセル厚は５．８μｍ、Ｒ領域のセル厚は６．０
μｍにマルチギャップ化されていた。
【００３５】次に、液晶パネル１に、正の誘電率異方性
を有するネマティック液晶５として、フッ素系液晶を真
空注入した。この液晶５の屈折率異方性の波長分散性
（波長と複屈折率との関係図）を求めたところ、図２の
ようになり、５８９ｎｍにおける屈折率はｄ

n
＝０．１

３５であった。液晶５の真空注入後、注入口を封止して
アイソトロピック処理を行い、液晶パネル１を完成させ
た。
【００３６】次に、液晶パネル１に配設する位相補償板
９の位相補償能をＧ色に基づいて設定するために、液晶
パネル１に６Ｖの矩形波を印加し、液晶５をスプレイ配
向からベント配向へ転移させ、この状態でＧ色のカラー
フィルタ３

G
領域のリタデショーションを測定した。そ

の結果、５４６ｎｍのリタデーション値は８０ｎｍであ
った。
【００３７】そこで、黒レベルを位相補償する位相補償
板９としては、５４６ｎｍのリタデーションが８０ｎｍ
であり、屈折率異方性の波長分散が、図２に示した液晶
５の屈折率異方性の波長分散と同様の、ポリカーボネー
トフィルムを選択した。この位相補償板９の波長分散性
（波長とリタデーションとの関係図）を図３に示す。
【００３８】一方、偏光板８ａ、８ｂとしてプラスチッ
ク偏光板を用意し、この偏光板８ａ、８ｂと上述のポリ
カーボネートフィルムからなる位相補償板９を液晶パネ
ル１と組み合わせ、比較例１の液晶表示装置を作製し
た。
【００３９】得られた液晶表示装置のコントラスト比
を、黒表示（６Ｖ印加時）の輝度と白表示（２Ｖ印加
時）の輝度との比として定義し、コントラスト比を測定
した。その結果、この液晶表示装置のコントラスト比は
約７０であった。実用上、コントラスト比は１００以上
が必要とされることから、比較例１の液晶表示装置のコ
ントラスト比は不十分であることがわかる。このコント
ラスト比の低さの原因は黒表示の浮きであり、位相補償
が最適化されていないためと考えられる。
【００４０】実施例１
比較例１と同様に液晶パネル１を作製した。次に、位相
補償板９の位相補償能を、液晶層のリタデーションの波
長分散性に応じて最適化するため、液晶パネル１に６Ｖ
の矩形波を印加し、液晶５をスプレイ配向からベント配
向へ転移させ、この状態でＲＧＢの各カラーフィルタ３

R
、３

G
、３

B
の領域の液晶層ごとに、当該カラーフィル

タ３
R
、３

G
、３

B
の透過ピーク波長（６１０ｎｍ、５５

０ｎｍ、４５０ｎｍ）におけるリタデーションを測定し
た。この結果を図４に示す。図４のリタデーションの波*

8
*長分散性は、図２に示した液晶５の屈折率異方性の波長
分散性（波長と複屈折率との関係図）と大きく異なって
いることがわかる。これは、液晶パネル１がマルチギャ
ップ化されているために、リタデーションの値が液晶層
の厚さによっても変化したためである。
【００４１】そこで、位相補償板９としては、図４に示
した液晶層のリタデーションの波長分散性と同様に、パ
ネル面内のリタデーションの波長分散がほぼフラット
な、ポリビニルアルコールフィルムを使用した。このポ
リビニルアルコールフィルムからなる位相補償板９のリ
タデーションの波長分散性を図５に示す。
【００４２】位相補償板９と、比較例１で用いた偏光板
と同様の偏光板８ａ、８ｂとを液晶パネル１と組み合わ
せ、実施例１の液晶表示装置を作製した。
【００４３】得られた液晶表示装置のコントラスト比を
測定したところ、約２００であった。このコントラスト
比は、実用上十分な値である。本実施例で良好なコント
ラスト比が得られたのは、位相補償を最適化することに
より黒レベルを十分に下げることができたためと考えら
れる。
【００４４】
【発明の効果】本発明によれば、位相補償板を備えたカ
ラー液晶表示装置において、黒表示を良好に行い、高コ
ントラスト化を達成することができる。特に、マルチギ
ャップ化したＯＣＢモードの液晶パネルを有する液晶表
示装置に本発明を適用することにより、広視野角で高速
応答性を有し、かつ画像品位の高い液晶表示装置を得る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  液晶層をマルチギャップ化したＯＣＢモード
の液晶表示装置のパネル構造を示す断面図である。
【図２】  液晶の、波長と複屈折率の関係図である。
【図３】  比較例１で用いた位相補償板の、波長とリタ
デーションとの関係図である。
【図４】  カラーフィルタ３

R
、３

G
、３

B
の透過ピーク

波長とその波長における液晶層のリタデーションとの関
係図である。
【図５】  実施例１で用いた位相補償板の、波長とリタ
デーションとの関係図である。
【符号の説明】
１…ＯＣＢモードの液晶パネル、  ２…ＴＦＴ基板、  
３…カラーフィルタ、３

R
…Ｒ色のカラーフィルタ、  

３
G
…Ｇ色のカラーフィルタ、  ３

B
…Ｂ色のカラーフィ

ルタ、  ４…ＣＲ基板、  ５…液晶、  ６ａ、６ｂ…Ｉ
ＴＯ電極、７ａ、７ｂ…配向膜、  ８ａ、８ｂ…偏光
板、  ９…位相補償板
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摘要(译)

设置有相位补偿板的双折射模式的液晶显示装置实现了优异的黑色显示
和高对比度。 解决方案：在一种双折射模式液晶显示装置的制造方法
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板1和相位补偿板9，提供了相位补偿板。 在将相位补偿能力设置为9的
步骤中，通过测量与RGB滤色器3 [R，3 g ^，3 乙 的每个颜色区域相对
应的液晶层的滤色器波长处的延迟， 获得液晶层的相位差的波长色散，
并且设置相位补偿板9的相位补偿能力，以匹配所获得的液晶层的相位差
的波长色散。
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